
第10回 薬学シンポジウム

これから私たちが取り組むべきことは

日時 2007年10月７日(日)～８日(月)

会場 日本薬学会長井記念ホール(渋谷区渋谷2-12-15 Tel 03-3406-9125)

主催 日本薬学会ファルマシア委員会 協賛 日本薬学会××支部・他

第１日 特別講演（予定）

長井長義とテレーゼ（薬学会） 薬学太郎

これからの薬学を考える（東大院薬） 東大花子

ファルマシアについて（国立衛研） 渋谷次郎

第２日

一般講演・ポスター発表 120件、研究発表

シンポジウム 薬の歴史を探る 長井長義が抽出したエフェドリンとは

懇親会 ８日18：00～、同レストランテレーゼにて。

一般学術講演 ①有機化学②生薬の領域の一般講演を募集します。全てOHP

による口頭発表。

講演要旨締切 ８月10日(金)必着。作成要領や送付方法はHPを参照して下さ

い。

参加申込方法 ①氏名②所属③連絡先(〒・住所・Tel・Fax・E-mailアドレス）

を記入の上、葉書・Fax・E-mailにて下記へ申込み下さい。HPからも受け付

けできます。申込後、参加費を銀行振込み（△△△銀行○○支店、番号：

1234567、名義：(社)日本薬学会）又は現金書留でお送り下さい。

参加申込締切 ９月10日(月) 定員(200名)になり次第締切。

参加費 会員10,000円(15,000円)、非会員12,000円(17,000円)、学生5,000

円(7,000円)。（ ）内は当日。

懇親会費 会員・非会員ともに会費3,000円。学生無料。

申込・問合先

〒150-0002 渋谷区渋谷2-12-15 (社)日本薬学会ファルマシア委員会

長井 Tel 03-3406-9125 Fax 03-3498-1835

E-mail：farumashia＠××××.or.jp http://farumashia.pharm.or.jp/




